
起き上がり卵人形を作ろう

［対象学年：小学校低学年以上］

1. 起き上がり卵人形を作る。

:------ [準備物］ ——--------------------------------------------------,

• 卵 • ろうそく （太めのもの）・布

• はり ・ストロ ー ・新聞紙

• 色をぬる道具（マジックや水彩画など）

(1) 生卵のとがったほうに針をさし、 穴を少し

ずつ広げていく。

d
※卵に穴をあけるとき、

慎重に針をささないと

からが大きく割れるこ

(2) 生卵の中身を出す。

く方法1〉

ストロ ー をさしこみ、中のものを吸い出す

〈方法2〉

ストロ ー をさしこみ 、 穴を逆さにしたままで

息を吹いて取り出す。
〈注意〉

※卵は割れやすく中身が衣服や机などについ
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＊ねらい 卵のように丸い形をした不安定な物でも、

重心の位置を変えることにより、外から力が加わっ

ても元の位置にもどるようになることを、身近にあ

る卵を使って確かめさせる。

てしまうことがある。卵の扱いには十分注

意させる。
----------------------------------------------------------

(3) 中身をすべて出したら、 水で中をかる＜洗っ

ておく。；臼
II ※卵の中をきれい
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(4) 重りになるロウを卵の中に入れる。

〈方法1〉

ロウソクに火をつけ 、 とけたろうを卵の外側

にできるだけ着かないようにして入れ、底にた

める。

p 
※つついて起きあが

るくらいになるま

で調整しながら卵

の中にたらす。
〈注意〉 ―-------------------------------------··················

※底にたまった ． ． 

固まりやすく、 重心が高くなりバランスが

とれない状態になることがある。

また、 とけたロウでやけどをしないように

気をつけさせる。

ロウ

（修正方法）

下図のように針金で卵をのせられる程度の

輪を作り、ガスレンジ等で加熱し、一度ロウ

をとかしてから冷やす。



実［祭に動かしだ体賛を泊して、 おもりの｛立直や

重さとおもちゃ0)動ごの株了•の違いを考えさせる。

この実験結果か、i起き上がり」JI�人形］作りには効

果的である。

〈
＇
方法2 >

あらかじめアルミニウム缶等でとかしたロウを

卵の中に流し込む。

この時、 金属のネジなど璽り1ごなるものをあら

かじめ卵0)中1こ入れて、ロウと一緒に底に同める。

ロ
ニ

ルミニ'; i八缶

〈注意＞―-----­

※ロウは熱湯でもとける0)て、 くだいたロウ

をアルミ印に入れてとかすことができる

※ロウをとかすには危険が（半りのできめ副か

い指遵を必要とする。

(5) 起きあかるよう［こな□ だら、 卵に自分0)す

きな絵をか く。

※色を着苔やすくするためiこ、 卵の外間につい

たロウは、 事前にきれし＼に取り除し＼てよ］く。
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2' 指導資料

まるい空き缶、 トイレットペ ー パ ーのしんなど

に粘土などのおもりをつけ、 紙でかざりをつけて

ゆらしてみる。

まるい缶

きしん

＾ 
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